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はじめに 外観寸法

こ のたびはサンスタ ー ス ト ロボ製品をお買い求め頂き まして、 まこ とに有難う ござい ま す。 ご使用になる
前にこ の「取扱説明書」をよ くお読み頂き、 注意事項や使用方法を十分ご理解いただいた上で、 ご活用下
さい。
尚、 お読みになった後はお使いになる方がいつでも見られる と ころに保管して下さい。
正しい使い方により、 末長くご愛用下さいますようお願い申し上げ ます。
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仕様一覧

こ使用上の注意点とお願い

●ストロボは高電圧を使用 する電子機器のため危険な漏電等の事故を防ぐためにも下記の事項をお守リ下さ
い。

①湿気の多い場所での使用や手荒な運搬をしない。
②落下や強い衝撃を与えた場合外見上に損傷がなくても内部で漏電につながる事態が発生しているかもし

れませんので速やかに弊社にて点検されますようお願いします。
③ストロボ内部の修理はいかなる修理内容にかかわらず危険ですのでご自分で修理をされることは絶対にお

避け下さい。
④漏電事故防止のため、ACコードよリ出ている緑の線でアースを接続されることをお勧めします。

●長い間（数ヶ月以上）使用されていない場合は充電完了後数分間そのままの状態にしてから発光させるなどの
ウォーミングアップ（試運転）をして使用されることをお勧めします。

●ロケ先などの電圧事情が悪い場所やACコートを延長された場合に電圧が下がリフルパワー の チャージがてき
ない時（チャージ音が鳴り続ける）がありますが調光を下げることによリ使用できるときもあります。

●通常ストロボの連続発光の繰リ返しは、ストロボ本体に過度の負担がかかりやすく寿命を短くする一因となリま
す。

●不虜のトラブルに備え、常に予備をお持ちになることをお勧めします。

品 名 f121 f241 fO心

入 力 電 圧 AC100V（士5%) 50/60Hz 

最 大 出 力 12()(涵．S 2400/V.s 1200w.s 
(400w.s><3回路）

スレ ー プ回 路 内蔵(ON--CFFスイッチ付）

ヒュ ー ズ定格 ストロポ 15A（ミニ） ストロボ 20A ストロボ 15A（ミニ）
モデリング 7A（ミニ） モデリング 7A（ミニ） モデリング 7A（ミニ）

シンクロ電圧 DC5V 

寸(DXWXH)m法m 
136X155X165 （

（
本取体手の含みむ）） 

136X155X195 （
®本体手の含みむ）） 

136X155X165 （
（
本取体手の含みむ）） 136X155X100 136X 155X220 136X155X100 

重 量 2.8kg 3.6kg 3.0kg 

チャ ー ジタイム 2．祖少（60Hz) 3.4秒(60Hz) 2．聟少（60Hz)

使 用 灯 数 3灯／対称非対称自動切換 3灯／独立調光

出(A力B:配C)分 2: 1 3: 1 
／ (800: 400) (1800: 600) 

出（調力光）可範 変囲 ストロボモデルヴ同時調光 オロボ•モデ）ン外司笥調光
FULL~1/8を1/10 EVステップまたは Flll （W血ス

莉
s)
ブ
~
、
1 /8（血s)

を1/6FULL~1/64を1/6 EVスデソプ 凋（袖翫1/641伽s)を1屈炉）1

充電畜モニター CHmGE一連続音
蜘Y—完了音 a=F一無音

不発光警告回路 サウント及びデジタルディスカノー (ERR)にて表示

オーバーヒーげ陀口路 サウント及びデジタルディスプレー (0-似こて表示

調 光 方 式 電圧調光

そ の 他 PSEマーク認可取得済
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アフターサー ビス こ使用上の注意点と警告

●保証について

本製品が保証期周中、万一故障した場合には無料修理をいたしますので、ご購入店

か当社のサー ビス機関に、本保証書を添えてお申し付け下さい。

尚、コ虚又は、当社のサー ビス機関にご持参、あるいはご送付頂くに際しての

諸費用はお客様にてご負担願います。

I 保碑蘭はコ溝入日から一年間です。 1

保証期間中でも次の場合は有料修理となります

・乱用又は使用方法の誤リによる故障の場合。

・当社、又は当社が指定したサー ビス機関以外での修理、調整、改造等による故障の

場合。

•他の要因（他メ ーカー製の付属品類を装着する等）により生じた故躊の場合。

・火災、天災、地変、その他不測の事故による故障の場合。

・ショック、加圧並びに保管上の不備（高温、多湿、および薬品類等の影響を受けや

すい場所）や手入れの不備等による故障の場合。

・保証書のご提示のない場合。

・保証書にご購入年月日、ご購入者名、ご愛用者名、及び住所の記入のない場合、及

びそれ等を訂正した場合。

保証書のご使用方法

・保証の対象となる部分は、本体のみで付属品類は保証の対象にはなりません。

•電池等の消耗品類及びそれらに起因する故障、又は損害も対象にはなりません。

•本製品の故躊に起因する付属的損害（撮影に要した諸費用及び撮影により得べかり

し利益の喪失等）については保証いたしかねます。

△ 
本機はマイコン制御ですので、電源オンの状態のままACコード

を抜きますと現在の設定が記懺されないばかりか、故障の一因

警告 となりますので絶対にやめて下さい。

＆ 本機は運続発光用に作られておりませんので、過度の運続発光

は故障の一因となります。
警告

& 本機には2灯分岐アダブタ ーは故障の一因となりますので使用

しないで下さい。
注意

& 劣化した発光管では発光しない場合があります。発光部の発光

注意
管を新品にしていただくか、出力を上げて下さい。

& 出力延長ケーブルやヘリカルヘッドを使用されますと、特に小光

量時に発光しない場合があります。
注意

危険：人が死亡または重傷を負う差し迫った危険の発生が葱定される内容。

警告：人が死亡または重傷を負う可能性が規定される内容。

注意：人が損傷を負う可能性及び物的損害のみの発生が想定される内容。
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各部の名称とはたらき

[f043の場合）
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⑫ッドソケット(a、b、c)
ヘッドを接続します。脱着の際はパワースイッチ①
をOFFにして下さい。

①バワースイッチ
Aa防原スイッチです。このスイッチを長押しすると
ストロボの電源が入り充電を始めます。使用後は必
ず前述の操作で5秒周 “ ピー ピー”と膚っている間に
空ダキ発光をして終了してください。

揺電モード切換スイッチ
Aaru原容量に合った充電モードに切換えられます。

③デリングスイッチ
モデリングランプをFULL で100％点灯、 CONTROL
でストロボ調光に同調、a=Fで消灯します。

④ウンドスイッチ
チャ ージ中の充電音をCHARGEで連続音、 READYで
完了音、 OFFで無音にできます。

⑤スレーブ（ストロポ同調装置）スイッチ
他のストロボ光でこの電源部を同調発光させる時に
ONにします。

⑥テストフラッシュポタン
赤いランプが点灯するとセットされたパワーにチャ
ージされたことを表示します。点灯中に押すとテス
ト発光ができます。
※サンスターストロボの電源は全て100％充電ですの

で、 充電完了前に押しても発光しません。

⑦調光スイッチ【f121、f241の場合】
⑧により設定された調光モードにてeeで光量を増
減することができます。

⑧調光モード切換スイッチ[f121、f241の場合】
長押しすることにより以下の調光モードを切り換え
えることができます。

FULL~1/8 を1/10 EVステップ
• FULL~1/64を1/6 EVステップ

⑨デジタルディスプレ ー [f121、f241の場合】
⑦により設定された出力を表示する他、 オーバーヒ
ート(0-,) や不発光(ERR) も表示します。

⑦調光スイッチ【f043の場合】
FULL(400w.s)から1/8(50w.s)までを1/6EVステ
ップで調光、1/8(50w.s) から1/64( 6w.s)までを
1/3 EVステップで調光します。設定された出力はデ
ジタル 表示されます。

誤デリングスイッチ（各灯） ［f043の場合】
モデリングランプをON--O=Fします。

⑨ストロボモデリング各灯スイッチ

[f043の場合】
a又はb又はCソケットのストロボ出力とモデリングを
0虹Fします。

※1 

⑩レーブ（ストロポ同調装置）受光窓
他のストロボ光を受けて同調発光させるための受光
窓です。

【オーバー ヒート警告機能】
過度の連続使用を続け本体内郎の温度が上昇するとデジ
タルディスプレーにOHと表示され 、 サウンドモニター

がランプと同期した音で知らせてくれます。この場合 、

電をオフにし、速やかにストロボの使用を中止して使
用は必ず警告サインが消えてからにして下さい。
（警告後やむをえず撮影を続行された場合、 発光は
可能ですが、 それが起因と思われるトラブル ・ 故障
に関しては保証期間内でも有償となリます。）

⑪ンクロソケット
シンクロソケットを差し込み、 カメラと接続して下
さい。
※メイルメイルコー ドをご使用の際のご注意！

メイルメイルコードで他のストロボと接続してい
る時は、 ストロボ本体のテストフラッシュボタン
を押したストロボのみが発光いたします。これは、
セットしたそれぞれのヘッドの光量を測るための
機能です。全体で発光させたい場合はカメラ側の
シンクロによリ発光させて下さい。

【不発光警告機能）
フラッシュチューブの不良、 ヘッドの故障 、 又はケ
ーブルの断線等で不発光となった時に、 プザーで知
らせると同時にデジタルディスプレーにERRと表示
され、 どのヘッドが不発光か確認できます。

⑬C入カソケット：
ACコードで電源部（本機）とACコンセントを接続
します。

⑭ヒューズホルダー （ストロボ用）
ストロボ用のヒューズ
(1241: 20A/f121、/043:ミニ15A) が入ってい
ます。

⑮ヒューズホルダー （モデリング用）： 
モデリング用のヒューズ（ミニ7Nが入っています。

【デジタル表示切換機能】
②充電モード切換スイッチと③モデリングスイッチ
を長押しすることによリワットセカンド表示をf値表
示に切換えることが可能です。

【スイッチホールド機能】
④サウンドスイッチと⑤スレーブスイッチを同時に
長押しすることによリ②べ致Dスイッチを一峙的に
操作できないように固定することが可能です。再度
同じ動作をすることにより解除することができます。
尚 、 ホールド中でも発光や調光は可能です。ホール
ド状態時は各L EDが点滅しています。
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